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令和２年度 事業報告書

（基本姿勢）

当協会は、交通ルールに関する教育及び普及啓発事業等を通じて、栃木県内における交通安全道

徳の向上、交通事故の防止等に努め、もって、道路における交通の安全と円滑の確保に寄与するこ

とを目的として、令和２年の交通事故死者数抑止目標を90人以下とする「令和２年度栃木県交通安

全県民運動計画（栃木県交通安全対策協議会策定）」を踏まえた交通安全諸対策を関係機関、団体

と連携して積極的かつ効果的に推進した。

令和２年中の交通事故死者数は60人で、対前年比－22人であった。

第１章 交通安全対策

第１ 令和２年度 交通安全対策推進重点事項

１ 子どもや高齢者の交通事故防止対策の推進

２ 前照灯の早め点灯と原則ハイビームの徹底対策の推進

３ 飲酒運転等悪質・危険運転根絶対策の推進

４ 自転車利用者に対する交通事故防止対策の推進

５ シートベルト等の着用徹底対策の推進

６ 安全な交通環境の整備

７ 関係機関・団体等との連携

第２ 交通安全に関する広報・啓発活動

推 進 項 目 推 進 事 項

１ 栃木県交通 県・県警察本部及び交通安全を推進する関係機関団体と緊密に連携して

安全県民運動 ・ 高齢者交通事故防止運動 （「高齢者交通事故防止運動」推進要綱）

・ 子供や高齢者に優しい３Ｓ運動

（「子供や高齢者に優しい３Ｓ（スリーエス）運動」推進要綱）

・ 前照灯の早め点灯と原則ハイビームの徹底運動、ライト４(フォー)運動

（「前照灯早め点灯と原則ハイビームの徹底運動」推進要綱）

・ 飲酒運転根絶運動 （「飲酒運転根絶運動」推進要綱）

・ 自転車安全利用促進運動 （「自転車安全利用促進運動」推進要綱）

・ 交通事故「０」宣言運動 （「交通事故「０」宣言運動」推進要綱）
ゼロ ゼロ

・ シートベルト・チャイルドシート着用運動

（「シートベルト・チャイルドシート着用運動」推進要綱）

・ スピードダウン運動

・ 信号機のない横断歩道における停止率向上

等の各種運動に関し、

「マナーアップ！あなたが主役です」

（「『マナーアップ！あなたが主役です』運動」推進要綱）

をスローガンに掲げ、次の広報活動を積極的に推進した。



・ 協会広報紙「交通安全とちぎ」による広報

・ ホームページ、テレビ、ラジオ、新聞、情報紙による広報

・ ポスター、チラシ、リーフレット等による広報

・ 横断幕、のぼり旗、広報車による広報

２ 交通安全県 県・県警察本部及び関係機関・団体と連携して、春、秋、年末における交通

民総ぐるみ運 安全県民総ぐるみ運動を始めとする各種交通安全運動を主催（協賛）した。

動等 また、広報車・県交通安全教育車の効果的運用及び横断幕、懸垂幕の掲出、

パンフレット、チラシの配布等を通じて、県民に対する交通安全思想の普及・

啓発を図った。

(1) 横断幕、懸垂幕の掲示及びポスター・チラシ等の配布等

・ 運転者向けポスター 1,500枚

・ 歩行者向けポスター 1,500枚

・ 子ども向けポスター 1,500枚

・ 春・秋・年末の交通安全運動用チラシ 6,000枚

(2) 各種広報媒体等を活用した交通安全広報

ア 交通安全教育車（以下、「マロニエ号」という。）を活用した街頭広報

及び交通安全広報を実施した。（延べ198回）

イ 新聞・テレビ・ラジオによる広報

(ｱ) 春の交通安全県民総ぐるみ運動

（令和２年４月６日（月）～15日（水）までの10日間）

・ ４月６日、下野新聞、読売新聞に「春の交通安全県民総ぐるみ運

動」の実施について掲載した。

・ 期間中、栃木放送で「交通安全願い歌」を１日２回放送した。

・ 期間中、栃木放送、エフエム栃木、とちぎテレビで「春の交通安

全県民総ぐるみ運動」の広報を実施した。

(ｲ) 秋の交通安全県民総ぐるみ運動

（令和２年９月21日（月）～30日（水）までの10日間）

・ ９月21日、下野新聞、読売新聞に「秋の交通安全県民総ぐるみ運

動」の実施について掲載した。

・ 期間中、栃木放送、エフエム栃木、とちぎテレビで「秋の交通安

全県民総ぐるみ運動」の広報を実施した。

(ｳ) 年末の交通安全県民総ぐるみ運動

（令和２年12月11日（金）～31日（木）までの21日間）

とちぎテレビで「年末の交通安全県民総ぐるみ運動」の実施につ

いて放映した。



３ 交通死亡事 令和２年度中、全県・ブロック・地区警報とも発令はなかった。

故多発警報発

令時における

広報啓発活動

４ 栃木県交通 栃木県交通安全活動推進センター（栃木県公安委員会指定）の事業として、

安全活動推進 次の活動を実施した。

センター事業 (1) 交通安全広報・啓発活動

ア 新聞、ラジオ、テレビによる広報

(ｱ) 新聞掲載

下野新聞に「とちぎセーフティニュース」と題し、毎月２回（第２

及び第４木曜日）掲載した。

(ｲ) ラジオ放送

・ オリジナルＣＭの制作・放送

栃木放送情報紙に広告を掲載し併せてオリジナルＣＭを随時放送

した。また、エフエム栃木「無事故無違反チャレンジ」を後援し、

併せてオリジナルＣＭを放送した。

・ 栃木放送にて、「インフォメーション（お知らせ）放送」と題し

て１日８回（１回20秒）、「交通安全呼び掛け」ＣＭを１日３回（１

回30秒）の広報を行った。

・ エフエム栃木に「交通安全コメント」と題して、毎週月曜日から

金曜日までの間、１日３回（１回20秒）の広報を行った。

(ｳ) テレビ放送

マスコットキャラクター「ちゃんと君」のＣＭを作成し、とちぎテ

レビで１日２回（30秒）、５月から９月の間に放映した。

イ 広報紙の発行

県交通安全協会広報紙「交通安全とちぎ」を、８月、11月、１月の年

３回発行した。（各15,000部）

ウ 県民交通安全写真コンクールの開催

県民に対する交通安全意識の浸透や交通マナーの向上を図ることを目

的として、第10回県民交通安全写真コンクールを開催した。

・ 募集期間：令和２年４月１日（水）～令和２年10月10日（土）

・ 応募数 ：104点

・ 表 彰 ：最優秀賞１名

優秀賞３名・優良賞５名・佳作10名

エ 交通安全広報カレンダーの作成・配布

第10回県民交通安全写真コンクールの入賞作品から「交通安全広報カ

レンダー」を作成し、運転免許窓口や各地区交通安全協会を通じて、家

庭・商店・事業所等に広く配布し交通安全を広報した。

（4,500部作成）



オ ホームページによる広報

協会の各種公益活動についての理解と協力を得るため、令和２年10月

から全面リニューアルしたホームページに、交通安全協会の最新の活動

状況及び財務に関する資料を掲出公開した。

カ 交通安全フェアの開催

警察、県ほか交通安全機関・団体と連携し、子供から高齢者までを対

象とした「交通安全フェア2020」を開催し、交通事故防止広報を実施し

た。

キ マスコットキャラクター「ちゃんと君」による広報

栃木県交通安全協会のマスコットキャラクター「ちゃんと君」を作成

し、ＣＭ、グッズ等による広報活動を開始した。令和２年10月に「ちゃ

んと君」の商標登録が完了した。

ク 交通安全物品等の貸出し

交通安全啓発・教育用資器材として、下記の無料貸出を行った。

・ 交通安全子供自転車大会用資器材

・ 交通安全教育用ビデオ・ＤＶＤ

・ チャイルドシート（地区交通安全協会）

ケ 自転車利用者に対する交通安全対策

児童及び高齢者が、正しい自転車の乗り方を身に付けることで、自転

車による交通事故防止を目的として例年開催している、「交通安全子供

自転車栃木県大会」は、全国大会の開催中止に伴い、開催を中止した。

コ 原付・二輪車に対する交通安全対策

栃木県二輪車安全推進委員会の協力を得て、二輪車等の安全技能と交

通マナーの向上を目的として各種講習会等を実施した。

(ｱ) 原付免許取得時における技能講習

原付免許取得者を対象に、交通安全知識、乗車姿勢、ハンドル、ブ

レーキ操作等の実技講習会を実施した。（受講者1,262名）

(ｲ) 高校生に対する二輪車安全運転講習会・運転適性検査

・ 二輪車安全運転講習会 25校 延べ20回 369名

・ 筆記式運転適性検査 12校 1,959名

サ 幼児と子供・高齢者の交通事故防止対策

(ｱ) 幼児と子供の交通事故防止対策

マロニエ号の安全教育指導員が、幼稚園、保育所、児童クラブ等で

交通講話・腹話術・交通安全教育用ＤＶＤ等を活用して、幼児と子供

の交通安全意識の向上と正しい交通ルールの習得等を目的とした出前

型の交通安全教育を実施した。

○ マロニエ号による交通安全教育の実施結果

・ 幼 児 64回 5,397名

・ 小学生 15回 1,457名

・ 保護者 2回 23名



・ 高齢者 7回 376名

・ その他 7回 185名

計 95回 7,438名

(ｲ) 小学生向け交通安全教育用ＤＶＤの制作及び配布

小学生向け交通安全教育用ＤＶＤ「ちゃんと君の交通安全教室」を

制作し、500部作成して県内全ての小学校に配布した。

(ｳ) 高齢者の交通事故防止対策

地区交通安全協会女性部会、老人会等の関係機関・団体と連携し、

高齢ドライバーや高齢者に対して、交通事故の実態に応じた交通安全

教育を実施した。

○ 地区交通安全協会女性部会では、交通安全指導センターにおけ

る街頭監視、高齢者宅訪問、スーパーマーケット駐車場や繁華街

等における街頭広報による高齢者の交通事故防止活動を行った。

○ マロニエ号により、高齢者を対象とした交通安全教育及び運転

適性検査を実施した。

・ 交通安全教育 6回 226名

・ 運転適性検査 3回 76名

計 9回 302名

○「安全運転ドック」の開催

高齢ドライバーの交通安全対策として、栃木県自動車学校、

西那須野自動車学校において、体験型交通安全教育「安全運転

ドック」を開催した。 参加者数25名（男性18名 女性7名）

○ 高齢者特別講習

高齢運転者停止処分講習について、県警察本部運転免許管理課

と連携して高齢者学級を開催し、高齢者の特性の理解とそれぞれ

に応じた運転について指導した。

・ 高齢者学級 19回 149名

○ 子どもや高齢者に優しい３Ｓ運動の実践広報

安全教育指導員により、県内全域において広報車を活用した交

通安全広報を実施したほか、各種広報媒体及び地区交通安全協会

等と連携し、運転者に対して「子供や高齢者に優しい３Ｓ運動」

の実践について呼び掛けた。

○ 「スタントマンによるご長寿交通安全教室」の開催

県警からの受託事業として、スケアードストレート方式による

交通安全教室を６会場で開催した。 参加者数 896名

シ 反射材の普及対策

○ 各種交通安全活動を通じ、携行ライトや反射材等を配布して、反

射材等の広報と普及促進を図った。また、地域交通安全活動推進委

員（200名）に、高齢者を指導する際配布する反射材10,000個を配

布した。



(2) 交通事故相談活動

事務局内に交通事故相談所を開設し、交通事故の被害者や家族等からの

損害賠償、交通事故に関する悩みや疑問についての相談に係る指導助言等

を行った。（電話相談 ５件）

(3) 安全な交通環境対策活動

ア 駐車、規制、道路使用に関する広報・啓発

道路における車両の駐車、交通規制、道路使用に関する照会及び相談

に応じたほか、交通規制及び道路の使用についての広報・啓発を行った。

イ 迷惑駐車及び道路不正使用の防止

円滑な交通を阻害する迷惑駐車及び道路の不正使用を防止するため、

地域交通安全活動推進委員と連携しながら、「迷惑駐車」及び「道路不

正使用防止」について、各種広報媒体を活用して周知徹底を図った。

ウ 信号機付加装置の設置

全日本交通安全協会支援事業として、視覚障害者信号機付加装置を設

置し、社会的弱者に優しい交通環境を整備した。

宇都宮市 １か所（ＪＨＯうつのみや病院前）

足利市 ２か所（足利市役所前、東橋）

(4) 道路調査活動

道路使用調査課において、道路又は交通の状況及び道路における工作物

又は物件の設置状況調査。

道路使用許可現地調査件数 30,731件（前年比 ＋ 823件）

(5) 運転適性指導活動

各種交通安全講習会等において、マロニエ号を活用した運転適性検査を

行うと共に、各種機関・団体・企業等の要望に応じて交通安全学校を開校

し、筆記式の運転適性検査を実施し、個人ごとに安全運転を指導した。

・ マロニエ号で実施した適性検査 （ 2団体 50名）

・ 交通安全学校で実施した筆記適性検査 （12高校 1,959名）

(6) 県及び民間団体の交通安全活動に対する支援

県及び民間団体が開催する「交通安全大会」、「交通安全キャンペーン」

等の各種交通安全活動を支援（協賛、後援）した。

(7) 栃木県地域交通安全活動推進委員協議会連合会の活動

地域交通安全活動推進委員協議会の活動を効果的に推進するために、９

月から開催した「スタントマンによるご長寿交通安全教室」に各推進委員

が参加した。

(8) 免許証返納者に対する支援

免許証返納時に運転経歴証明書の申請手続きをした高齢者に対して「証

明書入れ」を進呈した。

(9) 交通安全協会活動紹介動画の放映

交通安全協会の活動内容を紹介するため制作した動画を、栃木県運転免

許センター及び各支所において放映した。



第３ 表彰

推 進 項 目 推 進 事 項

１ 全国表彰 (1) 警察庁長官・全日本交通安全協会長連名表彰（令和３年１月27日)

ア 交通栄誉章 緑十字金章

・ 交通安全功労者 １名

イ 交通栄誉章 緑十字銀章

・ 交通安全功労者 ６名

・ 優良運転者 ２名

(2) 全日本交通安全協会長表彰（令和２年11月10日)

ア 交通栄誉章 緑十字銅賞

・ 交通安全功労者 54名

・ 優良運転者 72名

イ 優良団体（令和３年１月27日)

・ 交通安全優良団体

若松原北長生会

・ 交通安全優良事業所

いすゞ自動車株式会社栃木工場

東京計器株式会社那須工場

・ 交通安全優良学校

栃木市立小野寺小学校

・ 優良交通安全協会

那珂川交通安全協会

２ 管区表彰 (1) 関東管区警察局長・関東交通安全協会連合会長連名表彰

ア 交通安全功労者・優良交通安全協会（令和２年５月15日）

・ 交通安全功労者 16名

・ 優良交通安全協会

宇都宮南交通安全協会・足利交通安全協会

イ 交通安全功労団体・交通安全優良事業所・優良運転者

（令和２年11月10日）

・ 交通安全功労団体

一般社団法人栃木県トラック協会安蘇支部

社会福祉法人同愛会おおみや保育園

・ 交通安全優良事業所

小山合同タクシー株式会社

・ 優良運転者 17名

(2) 関東交通安全協会連合会長表彰（令和２年５月15日）

交通安全協会優良職員 ４名



３ 県表彰 (1) 栃木県警察本部長・県交通安全協会長連名表彰（令和２年11月10日）

ア 交通安全功労者 153名

イ 交通安全功労団体 鹿沼地区交通安全協会等 44団体

ウ 優良運転者（20年・30年・40年） 合計 1,033名

(2) 栃木県知事表彰（令和２年11月10日)

ア 交通安全対策功労者 ４名

イ 交通安全対策功労団体 １団体

第４ 所管団体の業務推進及び交通安全団体に対する助成・支援

推 進 項 目 推 進 事 項

１ 所管する団 栃木県交通安全協会の所管業務を適正に執行するため、関係機関・団体との

体の業務推進 連携を強化し各種業務を推進した。

(1) 栃木県地域交通安全活動推進委員協議会連合会

ア 全国研修会

東京都自動車会館で実施予定のところ、開催中止となった。

イ 栃木県地域交通安全活動推進委員協議会連合会理事会の開催

会議開催を中止し、書面表決により、令和元年度活動結果報告及び令

和２年度の活動計画について決議した。

ウ 全体研修会の開催

令和２年９月から県内６カ所で開催された「スタントマンによるご長

寿交通安全教室」に参加し、研修を受けた。

(2) 栃木県二輪車安全運転推進委員会

ア 栃木県二輪車安全運転推進委員会の開催

会議開催を中止し、書面表決により、令和２年度の活動計画等につい

て決議した。

イ 高校生に対する二輪車安全運転講習会の開催

令和２年８月31日(月)～同年11月18日(水)までの間、交通機動隊の応

援を得て、県内高校25校の二輪車通学生徒対象の二輪車安全運転講習会

を開催した。 実施回数：20回 25校 369名

ウ 「グッドライダーミーティング栃木」の協賛

栃木県運転免許センターで年間２回開催され、推進委員会指導員、

事務局員が出席の予定であったが、２回とも開催中止となった。

２ 交通安全活 (1) 地区交通安全協会

動団体に対す 19地区交通安全協会に対し、活動資金の一部を助成した。

る助成・支援 (2) 栃木県地区交通安全協会女性部連合会

常任理事会、定期総会とも開催を中止し、書面表決により決議した。



(3) 日本交通管理技術協会

自転車事故防止対策を目的として、日本交通管理技術協会、栃木県自転

車軽自動車商業協同組合と連携した事業を推進した。

ア ＴＳマーク取扱店及び取扱状況

青マーク 250枚

赤マーク 3,680枚 計76店舗

イ 関東ブロック自転車安全整備制度推進会議

日本交通管理技術協会主催の関東ブロック推進会議が山梨県で開催、

当協会から専務理事が出席予定のところ、開催中止となった。

第５ 各種会議

推 進 項 目 推 進 事 項

１ 理事会・評 理事会・評議員会を宇都宮市内において開催し、協会の運営について審議し

議員会 た事項等は、次のとおりであった。

(1) 定時理事会（令和２年５月26日(火)）（書面表決）

第１号議案 令和元年度 事業報告の件

第２号議案 令和元年度 実施事業等会計決算の件

第３号議案 定時評議員会開催日程の件

第４号議案 執行理事及び事務局長任免の件

(2) 定時評議員会（令和２年６月17日(水)）

第１号議案 令和元年度 事業報告の件

第２号議案 令和元年度 実施事業等会計決算の件

第３号議案 理事の補充選任の件

(3) 臨時理事会（令和２年９月15日(火)）

報告事項 令和２年８月末現在における職務執行状況

(4) 臨時理事会（令和３年１月27日(金)）（書面表決）

第１号議案 令和２年度収支補正予算(案)

報告事項 令和２年12月末現在における職務執行状況

(5) 臨時理事会(令和３年３月25日(木)）

第１号議案 令和３年度事業計画(案)

第２号議案 令和３年度収支予算(案)

第３号議案 交通安全公益活動助成金(案)

第４号議案 地区交通安全協会事務受託料(案)

第５号議案 評議員(外部)選定委員選任の件

第６号議案 定時評議員会開催日程の件



２ 正副会長 (1) 第１回 （令和２年５月19日(火)）

会議 協議事項 令和元年度 事業報告・決算報告等の件

(2) 第２回 （令和２年９月２日(水)）

協議事項 職務執行状況（８月末現在）の件

(3) 第３回 （令和３年１月７日(木)）

協議事項 収支補正予算、職務執行状況（12月末現在）の件

(4) 第４回 （令和３年３月16日(火)）

協議事項 令和３年度 事業計画案及び予算案等の件

３ 監事会 令和２年５月14日（木）、当協会事務局会議室において監事会を開催し、

令和元年度の当協会事業の決算及び職務執行状況について監査を実施した。

４ 評議員選定 令和２年６月３日(水)、当協会事務局会議室において、評議員の補充選任等

委員会 を審議し、４名の評議員を選任した。

５ 所管する 所管する機関・団体が開催する定例会議及び随時の会議に積極的に参加し、

機関・団体の 協力・連携しながら業務を適正かつ円滑に推進した。

会議

第２章 受託事業

第１ 業務受託事業

推 進 項 目 推 進 事 項

１ 栃木県及び (1) 違反者講習

県公安委員会 ・ 栃木県自動車学校において、次のとおり実施した。

からの受託 初心運転者講習 14名（前年比 －6名）

事業 ・ 交通安全学校において、次のとおり実施した。

社会参加講習 365名（前年比 －20名）

実車指導 223名（前年比 ＋53名）

(2) 交通安全教育事業

幼児・児童・高齢者対象の交通安全教育車（マロニエⅠ号・Ⅱ号）によ

り、幼稚園・小学校・老人クラブ等において、次のとおり実施した。

○ 幼児 64回 5,397名（前年比 －26回 －3,620名）

○ 小学生 15回 1,457名（前年比 －42回 －3,676名）

○ 高齢者 7回 376名（前年比 －6回 －274名）

○ その他 7回 185名（前年比 －11回 －499名）

計 93回 7,415名（前年比 －85回 －8,069名）



(3) 更新時講習（優良・一般・違反・初回）業務

ア 運転免許センターにおける講習

○ 優良講習（30分） 58,237名（前年比 －11,399名）

○ 一般講習（１時間） 18,271名（前年比 －2,530名）

○ 違反者・初回講習（2時間） 31,510名（前年比 －3,703名）

○ 特定任意講習（企業対象） 12名（前年比 －1名）

計 108,030名（前年比 －17,633名）

イ 栃木県自動車学校・栃木県西那須野自動車学校における講習

○ 違反者・初回講習（２時間）

栃木県自動車学校 41名（前年比 ＋８名）

栃木県西那須野自動車学校 249名（前年比 ＋43名）

計 290名（前年比 ＋51名）

ウ 各支所における講習

○ 優良講習（30分） 107,935名（前年比 －2,085名）

○ 一般講習（１時間） 18,096名（前年比 －890名）

計 126,031名（前年比 －2,975名）

ア～ウ合計 234,351名（前年比 －20,557名）

(4) 停止・取消処分者講習業務

ア 停止処分者講習業務を、次のとおり実施した。

・ 短 期 1,264名（前年比 －31名）

・ 中 期 218名（前年比 ＋13名）

・ 長 期 379名（前年比 －10名）

計 1,861名（前年比 －28名）

イ 取消処分者講習業務を、次のとおり実施した。

栃木県自動車学校 131名（前年比 ＋11名）

(5) 高齢者講習業務

ア 高齢者講習・認知機能検査

・ 交通安全学校

更新時高齢者講習 4,821名（前年比＋2,299名）

臨時高齢者講習 177名(前年比 ＋71名）

更新時認知機能検査 838名(前年比 －34名）

臨時認知機能検査 344名(前年比 ＋35名）

・ 栃木県自動車学校（含む認知機能検査）3,429名(前年比 ＋921名）

・ 栃木県西那須野自動車学校（同上） 1,539名(前年比 －137名）

計 11,148名（前年比＋3,155名）

イ 高齢者講習通知 13,987名（前年比－8,120名）

(6) 原付講習業務

原動機付自転車運転免許取得者に対する安全運転技能講習業務

1,262名（前年比 －114名）



(7) 自動車保管場所現地調査業務及び入力業務

・ 自動車保管場所証明調査業務 161,064件(前年比 －7,576件）

・ 自動車保管場所入力業務 138,284件（前年比 －18,853件）

(8) 道路使用許可現地調査業務 30,731件(前年比 ＋823件）

２ 交通関係団 (1) 地区交通安全協会事務

体からの受託 免許業務課及び各支所における入会手続き、会計経理、行事の企画、実

事業 施等

(2) 地区安全運転管理者協議会事務

宇都宮中央支所・宇都宮東支所・足利支所

第３章 各種自主事業

第１ 交通安全資器材等の斡旋事業

推 進 項 目 推 進 事 項

交通安全資器材 交通事故を防止するため、交通安全に役立つ優良な資器材の広報に努め、各

及び安全（保安）種グッズを斡旋した。

グッズの斡旋 ・ 高齢運転者標識 453組

・ 身体障害者標識 24組

・ 聴覚障害者標識 3組

・ 代行運転自動車標識 18組

・ 蛍光桃太郎旗 7,251本

・ 横断旗（小旗・指導旗） 6,474本

・ 反射（タスキ・バンド・ブレスレット） 17,779本

・ 反射（シール・ステッカー） 15,222枚

・ 反射ベスト 808着

・ 反射ブルゾン 311着

・ 反射電柱幕・横断幕 52本

・ 反射看板 379枚

・ 反射バッグ 13,365個

・ 反射キーホルダー 12,702個

・ 自転車用ヘルメット 1,610個

・ LEDライト（ピカ丸） 355個



第２ 自動車教習等事業

自動車学校（２校）を運営し、初心運転者の養成と免許取得者に対する訓練及び講習等を実

施した。特に、公益性の観点から、高齢者と身体障害者を対象とした教習、講習についても重

点的に推進した。

推 進 項 目 推 進 事 項

１ 教習事業 (1) 栃木県自動車学校

入校者数 1,193名（前年比 ＋101名）

うち身体障害者 ８名（前年比 －４名）

(2) 栃木県西那須野自動車学校

入校者数 574名（前年比 ＋44名）

計 1,767名（前年比 ＋145名）

２ 講習事業 (1) 栃木県自動車学校

高齢者講習 2,158名（前年比 ＋464名）

(2) 栃木県西那須野自動車学校

高齢者講習 1,195名（前年比 ＋89名）

計 3,353名（前年比 ＋553名）

３ 交通安全資 交通事故防止のため交通安全に役立つ優良な資器材の斡旋販売に努めた。

器材の斡旋・ (1) 栃木県自動車学校

販売 高齢者マーク 17枚 LEDライト（ピカ丸） ２個

(2) 栃木県西那須野自動車学校

高齢者マーク 15枚

第３ その他協会の目的達成に必要な事業

次の事業を適正かつ効果的に実施して収益の強化を図った。

推 進 項 目 推 進 事 項

県証紙取扱 免許センター等への来所者の利便を図るために、新規運転免許取得、更新手

事業 続き、更新時講習、停止処分者講習等に要する収入証紙の売捌きを行った。



第４章 その他

第１ 組織の活性化

推 進 項 目 推 進 事 項

１ 各部門との 業務を適正かつ能率的に推進するため、適宜、指示連絡等の会議を開催し、

連携強化 各部門・所属が組織的に連携して一体的な活動ができるように努めた。

２ 地区交通安 当協会を取り巻く状況は、市民意識の変化や地方財政の悪化など、多様な要

全協会との連 素が複合し厳しい情勢にあることから、地区交通安全協会との連携を強化し、

携強化 時局に適切に対応した。

(1) 交通安全活動資金の助成

交通安全活動の強化を目的として、各地区交通安全協会に交通安全活動

資金を助成した。

(2) 交通安全協会協賛加盟店による会員割引制度

協会の協賛加盟店における各種割引等の優待制度による会員特典を設け

ているが、制度の利用促進を図るため、交通安全協会協賛店を掲載したガ

イドブックを作成し入会者に配布した。

(3) 地区交通安全協会の活動紹介

入会案内リーフレットを作成し、窓口で免許更新者全員に配布した。

第２ 職員の資質の向上

推 進 項 目 推 進 事 項

１ 会 議 (1) 部課長・支所長等会議

業務の迅速化、効率化を図ると共に、当面の諸問題等について協議、検

討するため、部課長・支所長等会議を開催予定のところ中止した。

(2) 定例部課長等会議

各部門間の連携を強化し、業務に関する意思の統一を図り、斉一を図る

ため、毎月初旬に定例部課長等会議を開催した。

(3) 事務局部内会議

業務の迅速化・効率化及び業務上の意思統一を図るため、毎月初旬に、

専務理事以下事務局員による部内会議を開催した。

(4) 各所属における部内会議等

各所属において、担当業務を適正かつ能率的に推進し、指導・教養、指

示連絡等の徹底を図るため、随時、部内会議を開催した。



２ 業務指導 (1) 随時指導・教養

業務の適正かつ能率的な推進のために、免許業務課、各自動車学校、各

支所等に対して、常勤役員、総務部長等により、随時、業務指導・教養を

実施した。

(2) 支所管理部による巡回指導

各支所における担当業務を適正かつ能率的に推進するため、定期的に巡

回業務指導を実施した。

３ 研修会議 職員のキャリアアップ及び適切な業務推進のために、職員を次の研修会等へ

積極的に参加させ継続的な人材育成を図った。

なお、今年度は新型コロナの影響で予定された全国研修会の中止が相次いだ。

(1) 全日本交通安全協会主催の研修会等

ア 都道府県道路使用適正化業務担当者研修会 （中止）

イ 地域交通安全活動推進委員会全国研修会 （中止）

ウ 自動車安全教育特別指導員講習会 （中止）

(2) 関東交通安全協会連合会主催の研修会

一都10県交通安全協会経理担当者会議 （中止）

(3) 安全運転中央研修所研修（警察本部計画）

ア 違反者・停止処分者講習指導員課程 ２名

イ 高齢者講習指導員課程（二輪・四輪） ３名

ウ 認知機能検査員課程 ３名

エ 新任教習指導員課程 １名

オ 新任技能検定員課程 １名

カ 教習指導員課程（普通） １名

(4) 職員等に対する教養

ア 県警察本部主催の講習会

・ 自動車保管場所調査員現地調査員講習 20名

・ 運転適性検査指導員養成講習 ６名

・ 更新時講習指導員研修 12名

・ 教習指導員講習 １名

イ その他の機関が主催する研修会

・ 特定指導法人説明会 １名

・ 働きやすい職場づくりセミナー １名

・ 公正採用選考人権啓発推進員研修会 １名

・ パワハラ対策義務化・同一賃金同一労働賃金等説明会 １名

・ 障害者職業生活相談員資格認定講習 ２名


